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と､i,- i,cF/J2lL,cF土1Iの関係が得られる｡ 特に､整数本の有効 Landau準位を占有している
状態 (i,cF-P,Pは正整数)は､もとの電子系でみたとき､U-p/121p土11という系列の分数量



















1 18 9 -
研究会報告











ただし､Citはi状態の生成演算子､0α は適当な量子指標 αをもつ1体演算子である｡ このと
き､密度演算子はHubba.rd-Stratonovich変換 [10】をもちいて
e-pH = I:apndqαn(仝酎 e-∑a･-苧帆 甲e-△β∑-(Ea･SaVaq- (2)

















































スプの頂点となる状態の仝角運動量は､自由Fermi気体の Fermi角運動量を IF (N=9の場
合､IF-2)とした場合､2lF+1,4lF,･･･,に一致し続ける｡ このことは､1次元系における朝
永-Luttinger液体の場合と似ている｡ (1次元では､自由系の段階で励起スペクトルにカスプがみ
られる｡ また､相互作用により朝永-Luttinger液体となってもその位置は変わらない｡無限系の
場合､このカスプの位置は2nkFに現れる｡ ただし､nは整数｡)
また､複合フェルミオンの有効ゲージ理論をもちいた､乱雑位相近似 【41および繰り込み群 【12]
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による解析においても､朝永-Luttinger液体との類似が見て取れる.Coulomb型よりも短距離型
の相互作用の場合､複合フェルミオン1体相関関数が極ではなくbranchcltをもち､ゲージ相互
作用の結合定数 (正確にはその2乗にFermi速度を掛けたもの)はnon-trivialな赤外固定点を
もつようになる｡さらに､短距離型になるほど準粒子描像は悪くなり､赤外固定点における結合
定数は大きくなる｡
今後は､有限系の数値計算において相関関数も含めて､以上の観点から調べていく予定である｡
また､ここでは簡単のためにスピン自由度 [6]を無視したが､これについても考えたい｡
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